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事業の名称：高畠都市計画道路３・４・２号中央通り線

外１線　改築事業

実施都市名：山形県東置賜郡高畠町  

様式３
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事　業　概　要　

　
・延　　長 ：３・４・２号中央通り線　L=343.0m、
３・５・１号高畠川西線　L=164.3m
・幅　　員 ：全幅員16.0～18.0m 
（車道部9m（２車線）、両側歩道3.5m～4.5m）
・総事業費：約44億円
・事業期間：平成9年度～平成17年度（平成18年7月末完成）

　本事業は、高畠町の中心市街地
を縦貫する高畠都市計画道路３・４
・２号中央通り線及び３・５・１号高
畠川西線の車道拡幅、歩道設置、
電線類の地中化、バリアフリー化等
を行い、中心市街地の安全な交通
確保と魅力あるまちづくりを行って
いる。
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事　業　の　目　的

　当該路線は高畠町を南北に縦貫し、国道113号と国道399
号を結ぶ幹線道路であり、沿線は高畠町の中心商店街として
親しまれているが、歩道もない道路は幅が狭く、歩行者が安
心して買い物や散歩を楽しむことが困難な状況にあった。
　本事業により道路拡幅と歩道整備を行うことで、スムーズで
安全な交通の確保を図ると共に、地域との連携を図ることに
より「まほろばの里」にふさわしい街並みの形成と、魅力ある
まちづくりを目指し、中心商店街の活性化に寄与するため、
中央通り線343.0m、高畠川西線164.3mを整備したものである
。

国道113号

国道399号



事　業　位　置　図

全体図（平面図・横断図）

３

電線共同溝歩道無散水消雪
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【事業の効果】

○交通量

歩道を設け拡幅したことにより、平成17年実測データと平成18年実測データを比較した結果、12時間交通量が961台
から1,676台へと増加しており、利用価値が高くなっている。

○バリアフリー化率

沿道は中心商店街のため、事業全区間にわたりバリアフリー化を図り、子供や身体障害者並びに高齢者に優しい道
路空間を形成した。【中央通り線のバリアフリー化率：事業前7%→事業後43%（事業区間では0%→100%）】

○無電柱化率

本事業区間のうち、中央通り線全区間の電線類地中化により、都市景観の向上と快適な都市環境を形成した。【事業
区間の無電柱化率：事業前0%→事業後100%】

中央通り線の整備効果アピール資料

137台152人137台1,676台Ｈ１８　実測

46台76人131台961台Ｈ１７　実測

自転車類歩行者類内大型車自動車交通量交通量比較(12hr)
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○道路の安全性の向上

　△車道環境の改善

　　車道舗装を排水性舗装としたことにより、雨天時の快適な走行と車
両通行騒音の低減が図られ、安全性の向上並びに周辺環境への配
慮が図られた。

　△歩道環境の改善

　　沿道に商店街、近隣に小学校があるため、安全で安心して買い物や
通学することができる快適な歩道環境を実現した。

○景観の向上と商店街の振興

　　高畠町により「まほろばの里高畠・まちづくり景観条例」に基づく「景
観形成地域」に指定した。これにより建物等を新築する際は、街なみ
委員会の審査を受けながら、近代和風のイメージで統一することによ
り落ち着いた街並みを創出する事が出来た。また、道路の拡幅に合わ
せて無電柱化を図り、快適な都市景観と歩行環境を整備したことで、
中心商店街の活性化に寄与する基盤を確保することができた。

○地域への貢献

　　当地区は古くから高畠の中心市街地であり、たかはた夏祭りの一大
イベントである“青竹ちょうちんまつり（右写真）”が8月15～16日にかけ
て開催される。本事業区間がそのメイン会場となり、民謡・神輿パレー
ドや太鼓演奏など、多彩なイベントが催される。祭りは本事業完成後
間もなく拡幅された道路でにぎやかに開催されたが、祭事の舞台の他
、観覧場所としても活用され、町民や観光客から好評を得た。この他、
わらじ神輿まつりや各社寺祭礼などにも活用される等、本地区は親し
み、交流の場としても盛り上がりを見せている。 青竹ちょうちんまつりの様子（H18.8）

まちづくり景観条例に基づき近代和
風で統一された街並み（H18.8）



事　業　前　写　真
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③逆方向より撮影

③悪線形による視距不良

（平成１４年５月撮影）

①まちなみは雑然とし、空中
の電線も景観を阻害している

（平成１４年５月撮影）

①逆方向より撮影

②幅員狭小のため車両の車線
逸脱が見られる

（平成１４年５月撮影）



事　業　後　写　真
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③イベント（クラシックカーレビュー）が開催され、盛り上
がりを見せている（平成１８年１０月撮影）

①まちなみに統一がとれ、電線地中化によって景観も改善された。視距も良くなり遠くまで見渡せる。

（平成１８年８月撮影）

①別アングルより撮影景観条例により近代和風で統一
された落ち着きのある街並み（平成１８年８月撮影）

②夜になると青竹ちょうちんに灯がともる（祭開催中）
（平成１８年８月撮影）

①別アングルより撮影街並み委員会の審査を受けて新
築された商店（平成１８年８月撮影）


